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Ⅰ 研究目的

高等学校商業科の「経済活動と法」の指導において、ビジネスに必要な法に関する知識を習得

させることは、これから経済社会の一員となる生徒にとって必要なことであり、経済活動におけ

る法の意義や役割を理解させるとともに、社会事象を法律的に考え判断する能力や態度を育てて

いくことが大切である。

「経済活動と法」を学ぶ初期段階で重要な部分である「権利・義務と財産権」は、生徒全員に

十分に理解させるには困難な学習内容である。それは、法を理解させることができる教材が少な

く、法知識を身に付けさせる指導の工夫が難しいことや、生徒の生活体験が法とかかわっている

ことを意識付けさせる機会が少ないためと考える。

このような状況を改善していくためには、法文の意味や法が適用される例を提示し、生徒の身

近な社会事象や関連する法を提示することができるコンピュータ教材を開発し、活用させること

が生徒の理解を深めさせるために必要であると考える。

そこで、この研究は、法文の意味や法の適用例、身近な社会事象や関連法を提示することがで

きるコンピュータ教材を開発し、授業実践をとおして活用することによって、経済社会と法のか

かわりについて理解を深める指導を明らかにし、高等学校商業科「経済活動と法」の学習指導に

おけるコンピュータ活用の充実に役立てようとするものである。

Ⅱ 研究仮説

高等学校商業科「経済活動と法」の指導において、法文の意味や法の適用例、生徒の身近な社

会事象と関連する法を提示し、現実的なイラスト・動画を使った解説が可能で繰り返し使うこと

ができるコンピュータ教材を活用すれば、生徒は経済社会と法のかかわりについて理解を深める

ことができるであろう。

Ⅲ 研究の内容と方法

１ 研究の内容

(1) 経済社会と法の関わりについて理解を深める指導についての基本構想の立案

高等学校商業科「経済活動と法」における、経済社会と法のかかわりについて理解を深める

指導に関する基本的な考えをまとめ、教材の開発についての基本構想を立案する。

(2) 経済社会と法の関わりについて理解を深める指導についての手だての試案の作成

基本構想に基づいて、経済活動と法の関わりについて理解を深める指導に関する手だての試

案を作成する。

(3) 基本構想に基づく単元「物と財産権」の教材開発

基本構想に基づいて、経済活動と法の関わりについて理解を深める指導に関する教材の開発

をする。

(4) 授業実践および実践結果の分析と考察

手立ての試案に基づいて、開発した教材を用いて授業実践を行い、経済活動と法の関わりに

ついて理解を深める指導に関する状況の分析と考察を行う。

(5) 高等学校商業科「経済活動と法」における、経済社会と法のかかわりについて理解を深める

指導に関する研究のまとめ

実践結果の分析と考察に基づいて、高等学校商業科「経済活動と法」における、経済社会と

法のかかわりについて理解を深める指導に関する教材の開発についてまとめる。
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２ 研究の方法

(1) 文献法

先行研究及び関係する文献を参考にし、高等学校商業科「経済活動と法」における、経済活

動と法の関わりについて理解を深める指導についての基本構想を立案する。

(2) 質問紙法

「経済活動と法」の学習に関する意識の状況について多岐選択法による質問紙を作成し、事

前及び事後に調査を実施し、その結果について分析と考察を行う。

(3) テスト法

「経済活動と法」の単元学習についてテスト問題を作成し事前及び事後にテストを実施し、

その結果について分析と考察を行う。

(4) 授業実践

授業実践を通して、高等学校商業科「経済活動と法」における、経済活動と法の関わりにつ

いて理解を深める指導についての手だての試案について分析と考察を行う。

３ 授業実践の対象

岩手県立盛岡商業高等学校 第３学年（男子26名 女子21名 計47名）

Ⅳ 研究結果の分析と考察

１ 高等学校商業科「経済活動と法」における、経済社会と法のかかわりについて理解を深める指

導に関する基本構想

(1) 高等学校商業科「経済活動と法」における、経済社会と法のかかわりについて理解を深める

指導に関する基本的な考え方

教科「商業」の科目「経済活動と法」を学ぶことは、資本主義経済体制のもとで経済を中心

。に高度に発達した複雑な市民社会を賢く生きていく上での基本的な知識を習得することである

それは、生活の仕組みを学ぶことを意味しており、社会生活の秩序、市民社会・経済社会での

人間関係の在り方や様々な紛争の予防と解決への手だてを学ぶことであると考えられる。

現代社会は 「自分自身を、生活をコントロールできない 「ルールを守れない 「生命を軽ん、 」 」

」 。 、ずる風潮 など様々な事柄が起因して混沌とした社会である この科目を学習していくことは

これからの経済社会・市民社会を担っていく生徒にとって大変重要なものであると考える。し

かし、この科目を学習する上で、法は抽象的で理解しがたい面が多々あり、経済・社会事象が

現実のものととらえられるような工夫をすることが必要である。

そこで本研究は、高等学校商業科「経済活動と法」の指導において、抽象的な解説や展開と

ならないように、図説・図解の解説に基づく授業を試み、判例や新聞・雑誌等の記事を教材と

して活用し学習内容に具体性を伴わせるとともに、日常生活において活用されるものとするた

めに、記憶中心の学習でなく法や条文の事例を創作し授業展開を図ることにより、生徒の興味

・関心を育てたいと考えるためのものである。

本研究の「経済社会と法のかかわりについて理解を深める」とは 「ビジネスに必要な法規、

に関する基礎的・基本的な知識を習得し、経済社会における法の意義や役割について説明でき

ること」ととらえる。
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() 高等学校商業科「経済活動と法」における、経済社会と法のかかわりについて理解を深める2

指導にコンピュータ教材を用いる意義

商業教育が生涯学習体系の一環として意義付けられている。その観点から科目「経済活動と

法」をみると特に商業に関する法規の学習は、民法・商法を中心に多くの特別法が関連してお

り、生涯にわたるものの考え方や見方の中心となるべき能力が身に付くと考えられる。

学習内容は、かなり多くの特別法分野も取り扱われており、少ない時間内にこれらの内容を

学ばなければという問題がある。また、法を、いかに易しく、しかも正確に理解させるかとい

う課題もある。そして、現実の社会生活は、多くの法によって秩序付けられているのに、生徒

の生活体験の中ではそれが現実のものとして強く意識付けられる機会が少なく、法が生活の知

恵としてきわめて身近で、生活に結びついた重要な役割を果たしているということが、十分に

理解できていないというのが現状である。

そのために、動画や静止画などを多くとり入れて実感を与え、短時間でポイントを押さえた

表現ができるようなコンピュータ教材の活用が有効である。抽象的で難しい文章表現をコンピ

ュータによる提示によって視覚に訴え、法を具体的に理解させるとともに、文章表現による堅

苦しさを取り除き興味を持たせる効果があると考える。より充実した「経済活動と法」の授業

展開がなされるためにコンピュータ教材の活用は意義があると考える。

() 高等学校商業科「経済活動と法」における、経済社会と法のかかわりについて理解を深める3

コンピュータ教材を活用した指導の在り方

開発したコンピュータ教材は、コンピュータにより文字、図形、静止画や動画などの情報を

、「 」「 」「 」「 」「 」「 」用いて 財産権事例 法規の部屋 確認問題 検索コーナー 用語解説 質問掲示板

の６つのページから構成しており、以下のような指導を行う。

「財産権事例」では生徒にとって身近なことや、将来起こりうるであろう法にかかわる問題

事象を動画や静止画などを用いて分かりやすく表現し、繰り返し学習することで学習の理解を

深めさせる 「法規の部屋」は学習に関連した法規の条項や条文の一部を容易に調べられるよ。

うにしている 「検索コーナー」は発展学習としての調べ学習のために設けている 「用語解。 。

説」は難解な用語の解説を５０音順とカテゴリー別に分類し調べやすくしている。

このようなコンピュータ教材を、授業展開に合わせて各ページを活用しながら授業を展開す

る。そして 「確認テスト」や「質問掲示板」によって、生徒から送られてきたデータを集計、

処理する。この教材を使う理由は、生徒にとっては誤答箇所や疑問点の確認や復習が可能であ

り、教師にとっては解答・採点などのデータ集計が効率的で正確な状況が把握でき、それらを

生徒個々のデータにまとめることによって必要とするデータを抽出し、評価や指導、授業の工

夫や改善に役立てるためである。

このような指導により、生徒の「経済活動と法」の学習の理解を深めさせるとともに、情報

機器を活用する実践力を身に付けさせたいと考える。
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() 高等学校商業科「経済活動と法」における、経済社会と法のかかわりについて理解を深める4

指導についての基本構想図

基本構想図を【図１】に示す。

【図１】経済社会と法のかかわりについて理解を深める指導に関する基本構想図

実 態

手 だ て

目指す姿

コンピュータ開発教材

＜生 徒＞
・法が身近であると意識付
けられない。
・法によって秩序付けられ
ていると理解しにくい。

・受け身の授業で主体性・
自主性に乏しい。

＜教 師＞
・知識を身に付けさせる指
導の工夫が難しい。

・教材が少ない。
・全員に理解させるには困
難な学習内容。

＜経済社会と法のかかわりについて理解を深める＞
・法の意義や役割の理解
・法に関する基礎的・基本的知識の習得

・資料や適用例の提示
・用語・関連法規などの
提示

・法や具体的な問題事象
の説明

・ 動 画 や 静 止 画 で 繰
り返し学習

・法や用語の確認
・ 関 連 法 規 の 確 認 ・
調査

・ 学 習 の 理 解 度 を 図
る

・疑問・質問の把握
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２ 基本構想に基づく手だての試案

(1) 指導試案

基本構想に基づき作成した、指導試案の概要を以下に示す。

学習活動 指導上の留意事項 活用教材 フローチャート

(<>はｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教材活用) (各時限の流れ図)

○本時「財産権とその種類」 ○学習プリントの配布 ○学習プリント１
○コンピュータの起動操作方法時
の確認限

○「物権法定主義」 ○＜用語解説→５０音順→物権法定主

○「公共の福祉」 義・公共の福祉＞

○「相隣関係」 ○＜財産権事例→物権→所有権→民法

２０９条から２３４条＞

○本時の関連・発展学習 ○＜検索コーナー＞

○学習プリントの整理 ○本時で使用した、教材・プリ ○学習プリント

○確認問題解答 ントを使いまとめさせる ○＜確認問題→採点終了後送信＞

○質問掲示板入力 ○送信された確認問題の結果や ○＜質問・疑問・感想を質問掲示板入

疑問・質問を整理する（次時 力→入力後送信＞

に対応する）

○前時の復習と、本時「用益 ○前時の復習を兼ね、前時の質 ○前時で使用したコンピュータ教材・２
物権 「占有権 「債権」の 問疑問についての解説 学習プリント・本時の学習プリント時 」 」

確認 ○コンピュータ教材の利用及び限
○「用益物権 （地上権・永 操作方法を再確認 ○＜財産権事例→物権→用益物権→地」

小作権・地役権・入会権） 上権・永小作権・地役権・入会権＞

○「占有権」 ○＜財産権事例→物権→占有権＞

○「債権」 ○＜財産権事例→債権→商品売買編・

賃貸借編＞

○学習プリントの整理 ○学習プリント

○本時の関連・発展学習 ○コンピュータ教材を使用させ ○＜用語解説→５０音順＞＜検索コー

る際にヒントを与える ナー＞＜法規の部屋＞

○確認問題解答 ○送信された確認問題の結果や ○＜確認問題→採点終了後送信＞

○質問掲示板入力 疑問・質問を整理（次時に対 ○＜質問・疑問・感想を質問掲示板入

応する） 力→入力後送信＞

○前時の復習と、本時「無体 ○前時の復習を兼ね、前時の質 ○前時で使用したコンピュータ教材・３
財産権 「工業所有権」の 問疑問についての解説 学習プリント・本時のプリント時 」

確認限
○「無体財産権」の種類 ○身近な工業所有権について考 ○＜財産権事例→無体財産権→商標権

○「工業所有権 （商標権・ えさせる ・特許権・実用新案権・意匠権＞」

特許権・実用新案権・意匠 ○＜財産権事例→無体財産権→著作権

権） ＞

○「著作権」 ○＜財産権事例→有価証券→各用語＞

○＜検索コーナー＞＜用語解説→５０

○「有価証券」 音順＞＜法規の部屋＞

○本時の関連・発展学習 ○送信された確認問題の結果や ○＜確認問題→採点終了後送信＞

○確認問題解答 疑問・質問を整理（次時に対 ○＜質問・疑問・感想を質問掲示板入

○質問掲示板入力 応する） 力→入力後送信＞

(2) 検証計画

検証計画の概要は【表１】のとおりである。

【表１】検証計画の概要

検証項目 検証内容 検証方法 処理・解釈の方法

単元「物と財産権」学習 科目「経済活動と法」の単元「物と財 テスト法（事前 事前・事後のテストを

に関するテスト 産権」の授業の学習を通して社会生活 ・事後） 行い、有効度指数によ

と法の関わりについて理解することが り分析・考察

できたか

「経済活動と法」の学習 「経済活動と法」に関する生徒の意識 質問紙法（事前 事前・事後の実態を調

に関する生徒の意識の変 の調査 ・事後） 査し分析・考察

化について

開発教材の有用性 開発した教材が 「経済活動と法」の学 事後アンケート アンケートの回答内容、

習の理解に役立ったか を分析・考察

Yes

No

Yes

No

本時の質問・感想

次時の確認

終わり

始　め

確認問題

学習の整理

理解できたか

点数≧80

関連・発展学習

学習教材選択・操作

学習内容の確認

活用教材の準備
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３ 基本構想に基づき開発したコンピュータ教材

() コンピュータ教材開発の目標1

・法に関する知識を身に付けることのできる教材としての役割を果す

・学習していく中で、知識を習得していく楽しさを感じさせる

・身近な社会生活に当てはめて考え、生活において活用できるという意識を感じさせる

・学習内容ばかりでなく、関連する法規などについても着目させる工夫を図る

・生徒が自ら学習してみたいと思うような、意識を高めさせるために役立てる

() コンピュータ教材の概要2

コンピュータ教材の概要を 【図２】から【図５】に示す。、
ト

ッ
プ
ペ
ー

ジ

財

産
権
事
例

検

索
コ
ー

ナ
ー

質

問
掲
示
板

用

語
解
説

確

認
問
題

法

規
の
部
屋

物
権

債
権

無
体
財
産
権

有
価
証
券

確
認
問
題
①

確
認
問
題
②

確
認
問
題
③

五
十
音
順

カ
テ
ゴ
リ
ー

別

所

有
権

用

益
物
権

占

有
権

相
隣
関
係

地
上
権

永
小
作
権

地
役
権

入
会
権

商

品
売
買
編

賃

貸
借
編

裁
判

の
例

工

業
所
有
権

著

作
権

商
標
権

特
許
権

実
用
新
案
権

意
匠
権

著
作
権

有

価
証
券

類

似
す
る
も
の

【図２】コンピュータ教材構成図
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() コンピュータ教材の内容3

コンピュータ教材の内容を 【図６】から【図 】に示す。、 11

【図２】はコンピュータ教材構成図である 【図３】はトップページであり 「財産権事例 「法規の部屋 「確。 、 」 」
認問題 「検索コーナー 「用語解説 「質問掲示板」の６つの項目【図４】で構成している。ページが変わっ」 」 」
ても、他の項目へ素早く切り替えられるように、画面右にフレーム【図５】を配置し、イメージとして捉えや
すい図を用いたり、文字の大きさ・スタイル・配色・体裁などや調べたいところにすぐに行けるように工夫し
た。

【図６】は「財産権事
例」であり、26の動画
・静止画を用いて、生
徒にとって身近なこと
や、将来起こりうるで
あろう問題事象を分か
りやすく表現した。
教材数: 物権…9 債「 」「
権…2 「無体財産権…」
5「有価証券…10」」
「webﾘﾝｸ…1」

【図３】トップページ 【図４】項目

【図５】フレーム

【図６】財産権事例
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【 図 ７】 は 「法 規 の
部 屋 」で あ り、 学 習
に 関 連し た 法規 の 条
項 や 条文 の 一部 を 容
易 に 調べ ら れる よ う
にした。

【図７】法規の部屋

【 】 「 」図８ は 確認問題
であり、生徒の学習の
理解度を把握したり、
個に応じた指導や授業
の工夫・改善の手掛か
りとなるデータを得ら
れるようにした。

【図８】確認問題

【図９】は「検索コー
ナー」であり、発展学
習としての調べ学習が
容易にできるようにし
た。検索ソフトへのリ
ンクページである。
Yahoo!Googleexcite
infoseek他

【図９】検索コーナー
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【図11】は「質問掲
示板」であり、毎時
の質問や疑問・感想
を掲示板に入力し、
データを集計処理す
ることによって次時
の学習に役立てる。
（フリーの掲示板を
活用 http://www.
teacup.com/）

【図10】用語解説

【図11】質問掲示板

【図10】は「用語解
説」であり、難解な
用語の解説を５０音
別とカテゴリー別に
整理し分類し調べや
すくした。
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４ 授業実践及び実践結果の分析と考察

() コンピュータ教材を活用した経済社会と法のかかわりについて理解を深める授業実践の概要1

指導試案に基づいて、以下のようにコンピュータ教材を活用して授業実践を行った。これは、

第２時限のものである。

指導過程 教 材 活 用

○前時の復習と、本時「用益物 ○本時の学習プリント導

権 「占有権 「債権」の確認入 」 」

○前時で使用したコンピュータ

教材及び学習プリント、本時

の学習プリント

○「用益物権 （地上権・永小 ○地上権 ○永小作権展 」

作権・地役権・入会権）開

○地役権 ○入会権

○「占有権」 ○占有権

確
認
問
題
を
し
て
い
ま
す

学習プリントを使い本

時の確認をする。

授業中も随時使用す

る。

＜ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ＞

↓

＜財産権事例＞

↓

＜物権＞

↓

＜用益物権＞

↓

＜地上権の学習＞

※同様に

＜永小作権＞

＜地役権＞

＜入会権＞

＜ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ＞

↓

＜財産権事例＞

↓

＜物権＞

↓

＜占有権の学習＞
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○「債権」 ○商品売買編 ○賃貸借編

○学習プリントの整理 ○学習プリント終

○本時の復習・発展学習 ○用語解説（５０音順） （カテゴリー別）末

○検索コーナー

○法規の部屋

○確認問題解答 ○確認問題②

○質問掲示板入力 ○質問掲示板

○次時について ○次時の学習について伝達

＜ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ＞

↓

＜財産権事例＞

↓

＜債権＞

↓

＜商品売買編＞

＜賃貸借編＞

＜ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ＞

↓

＜用語解説＞

↓

＜50音順・ｶﾃｺﾞﾘｰ別＞
↓

＜用語の確認＞

＜ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ＞

↓

＜検索ｺｰﾅｰ＞

↓

＜復習・調べ学習＞

＜ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ＞

↓

＜法規の部屋＞

↓

＜条文などの確認＞

＜ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ＞

↓

＜確認問題＞

↓

＜解答・採点＞

↓

＜誤答箇所の再学習＞

↓

＜採点結果の送信＞

＜ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ＞

↓

＜質問掲示板＞

↓

＜疑問・質問・感想の

入力＞

↓

＜入力文の送信＞



- 12 -

(2) 高等学校商業科「経済活動と法」における、経済社会と法のかかわりについて理解を深める

指導に関する実践結果の分析と考察

ア 学習内容の定着状況

【図12】は、毎時ごとの確認問題の

平均点の結果をまとめたものである。

３回を通しての平均点は86.0点であり、

各授業実践の直後の時点での学習内容

の理解は教師側が意図した結果が得ら

れている。

【表２】は、事前・事後のテストを

有効度指数で分析した結果である。こ

の結果テスト全体の平均点は34.1点上

昇しており、有効度指数は52を示した。

観点別に見てみると 「法の意義や役割、

の理解」の有効度指数は51「基礎的・、

基本的知識の習得」では54を示した。

分析の結果、有効度指数は50以上を示

しており、コンピュータ教材を活用し

た授業により、基礎的・基本的知識の

習得を図り、法の意義や役割について説

明できるようになる効果があったと考

える。

イ 意識の状況についての分析結果

(ｱ) 授業に対する意識

【図13】は「学習していくなかで

関連する法規にまで着目することが

。ありますか」についての回答である

この結果から、事後の結果はプラス

、「 」傾向を示す生徒が80％であり ない

が０％である。このことから、明ら

かに意識が向上したものと考えられ

る。

【図14】は「学習の中で、知識を

習得していく楽しさを感じますか」

についての回答である。この結果か

ら、事後の意識がマイナス傾向を示

す生徒は14%であり、学習に楽しさを

感じ知識を習得していこうという姿

勢が高まってきたものと考えられる。

知識を習得していく楽しさを感じますか
(事後テスト正答率50%未満の生徒の意識)

36% 43% 14% 7%
事
後

ア　感じる イ　時々感じる ウ　あまり感じなかった エ　感じなかった

確認問題テスト

85.9 83.3
88.9 86.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

① ② ③ 平均

問題

平
均
点

関連する法規に着目することがありますか

0%

33%

20%

47%

37%

20%

43%

0%

事
前

事
後

ア　ある イ　どららかといえばある ウ　どちらかといえばない エ　ない

知識を習得していく楽しさを感じますか

2%

42%

41%

44%

37%

7%

20%

7%

事
前

事
後

ア　感じる イ　時々感じる ウ　あまり感じなかった エ　感じなかった

 
事前 34.4
事後 68.5
事前 34.0
事後 67.4
事前 34.9
事後 69.8

観
点
別

法の意義や役割の理解 51

基礎的・基本的知識の習得 54

テスト全体 52

　　正答率はテストの解答項目数と正答数から算出
　　上記算出に用いた公式
　　　有効度指数＝｛(事後ﾃｽﾄ正答率)－(事前ﾃｽﾄ正答率)｝
      　　　       ÷｛100－(事前ﾃｽﾄの正答率)｝×100

N=43

【図12】確認問題テスト結果

【表２】正答率及び有効度指数による分析結果

【図13】授業に関するアンケート結果１

【図14】授業に関するアンケート結果２

【図15】授業に関するアンケート結果３

補充資料1～4ﾍﾟｰｼﾞ
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また 【図15】は事後テストの正答率が50％未満の生徒の【図14】と同様の質問に対す、

る結果である。79％の生徒がプラス傾向を示しており、事後テストの結果が思わしくなか

った生徒にも、本授業実践は効果があったものと考える。

(ｲ) 開発教材に対する意識

【図16】は開発した教材が生

徒にとってどのように感じたか

というアンケートをとった結果

である。各項目においてほとん

どの生徒が「役立った 「どちら」

かといえば役に立った」と回答

している。このことから、開発

したコンピュータ教材は授業実

践を行っていく上で効果があったと考える。

(ｳ) 授業実践に対する生徒の感想

、 、「 」「 （ ） 」「 」上記 (ｲ)と密接な関係があるが 理解しやすい 覚え 分かり やすい 楽しい

という感想を記入した生徒が、43名中33名（77％）で 「難しかった 「コンピュータに、 」

依存して良いのか」という生徒が３名（７％）であった。ほとんどの生徒にとって、コン

ピュータを活用した「経済活動と法」の授業は、興味・関心を持たせ、理解を深める学習

に役に立ったと考える。しかし、コンピュータを活用することにマイナスの感想を記入し

た生徒もいるので、その意見も取り入れながら教材の開発、授業展開の工夫に取り組んで

いきたいと考える。

【生徒の感想（掲示板を活用し生徒から寄せられたもの 】）

86%

72%

79%

12%

21%

16% 0%

2%

2%

5%

0%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①

②

③

役に立った

どちらかといえば役に立った

どちらかといえば役に立たなかった

役に立たなかった

①財産権の具体例は生活に身近なものであり、学習の理解に役立った。
②コンピュータ教材を活用しての確認問題は学習した知識の定着に役立った。
③学習していくなかで、コンピュータ教材は全般的に役に立った。

【図16】開発教材に関するアンケート結果

○コンピュータを使っているので、説明する時の絵や情報がすぐに出てくるので、授業が

スムーズに進んでいたのでとても良かった。

、 、 。○アニメーションでの説明は自分で勉強するよりも よく理解し よく覚えられたと思う

操作も簡単だった。

○財産権には様々な種類があり、覚えるのは大変でした。しかし、パソコンでのアニメー

ションのおかげで楽しく覚えることができました。授業はこういう形を取った方が生徒

も集中して、楽しく授業の内容を覚えられると思います。テスト勉強などで活用してみ

たいと思った。

○財産権の具体例のアニメーションが分かりやすく、理解しやすかった。分からないこと

があれば検索できるのも良かった。確認問題があるので、自分がどれだけ理解している

のか、何を理解していないのかが分かるので良かった。

○特に六法では、普通に考えれば良い事や悪い事の理由が分からない時に、文字表記だけ

で非常に理解しがたいところを、アニメーションでよく理解する事ができた。

○アニメーションを使うことによって理解しやすかった。混合していた用語の説明なども

アニメーションによって覚えられた。授業でノートに書いたり、教科書を読むだけでな

く、パソコンを使った分かりやすい授業の方が理解しやすく楽しいと思った。また、毎

時間の確認テストの効果はかなりあると思う。
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５ 経済社会と法のかかわりについて理解を深める指導に関するまとめ

経済社会と法のかかわりについて理解を深める指導に関して、開発したコンピュータ教材を授

業実践をとおして明らかになった成果を以下にまとめる。

() 本研究の開発教材を用いた指導により「経済活動と法」の学習が、自分の生活とかけ離れて1

いることととらえて興味・関心を示さない状態から、知識を習得していく楽しさが育まれ、法

に関する基礎的・基本的知識を習得させることができた。

(2) コンピュータ教材を使い、調べ学習や用語・法文検索・確認テストなど生徒自らの授業参加

に重点をおいた授業展開を図ることよって、関連する法規にまで着目するようになるなど、自

ら学ぼうという姿勢が授業を通してみられるようになった。

(3) 具体例を提示することによって、学習内容を身近な社会生活に当てはめて考え、法の意義や

役割についての理解が深まっていったと考える。

以上のことから、授業実践をとおして、高等学校商業科「経済活動と法」の学習指導における

開発したコンピュータ教材の活用が、生徒の理解を深めさせるための有効な指導の一つであると

。 、「 」いう見通しを持つことができた 当初ととらえた 法を理解させることができる教材が少ない

「法知識を身に付けさせる指導の工夫が難しい 「生徒の生活体験が法とかかわっていることを」

意識付けさせる機会が少ない」という実態は本研究により改善されたもののと考える。

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

本研究では、経済社会と法のかかわりについて理解を深める教材の開発に多くの時間を費やし、

開発教材を活用した授業実践を行ったが、多くの生徒は生き生きと授業に取り組み、教材の開発に

費やした時間と労力が生徒の笑顔によって報われたような感じがした。知識の埋め込みだけではな

い、創意工夫をこらした授業がもっと必要である。また、より生徒の立場に立った授業ができれば

今回以上の有効な手段となるであろう。

「経済活動と法のかかわり」を言い換えれば「社会生活と法のかかわり」と言える。社会生活の

延長線上に経済生活があるものであり、本研究に用いたコンピュータ教材を使用し継続的に学習を

していくことによって社会生活そして経済社会と法のかかわりについて学ぶ姿勢が身に付いていく

ものと考える。

、 、本研究で作成した教材の更なる研究はもちろんのこと 事前・事後のアンケート・テストなどは

、 。 、設問や出題の仕方や内容を更に研究し 検証や学習評価が適切にできるようにしていきたい また

生徒や他の先生方から得る開発した教材に対する意見や要望を参考にしながら研究を継続していき

たい。

２ 今後の課題

授業においてコンピュータを活用する授業の展開を一つの選択肢ととらえ、他の単元においても

効果的な活用場面の検討や教材の開発をし、生徒の興味・関心や理解の助けとなるような研究に取

り組んでいくべきであると考える。
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【資料１】 事前・事後テスト

平成１６年度 「物と財産権」 事前・事後テスト １

《問 題》

３年 組 番 氏名

Ⅰ 下記の図は財産権とその種類についてであるが、空欄を埋めなさい。

物 権 所有権 (①)

用益物権 永小作権

地役権

入会権

(②) 留置権

財産権 先取特権

質権

占有権 抵当権

存続期間(③)

無体財産権 工業所有権 商 標 権：10年

特 許 権：20年

実用新案権： 6年

意 匠 権：15年

著作権：生存期間中および死後(④)年

Ⅱ 以下は何について述べたものか、解答欄に答えなさい。

①ある一定の物を、他人からの影響や干渉を排除して直接に支配し、利用できる権利。

②物権の種類・内容は法律が定め、個人がそれと違う物権を作ることはできないという

ことを何主義というか。

③法令制限内で、物を自由に使用し、どのようなしかたでも全面的に物を支配すること

のできる権利。

④隣接する土地の所有権のあいだの利益の調整をはかったり、公共の福祉と権利の濫用

の禁止の立場から、所有権に制限を加えること。

⑤物を事実上自分の支配下においている状態のこと。

⑥法律において、債権の内容である作為・不作為のこと。

⑦債務者による給付が約束どおり実現されること。

⑧文芸・学術・美術・音楽の作成をした人の権利。

⑨手形や小切手など財産権をあらわした証券で、その権利の行使や移転に、証券の所持

が必要であるもののこと。
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２

Ⅲ 次の文章を読んで、考えをまとめてを解答欄に記入しなさい。

①隣家が建物を建築しましたが、外階段が境界線から30cmのところに取り付けられ、窓

からの採光が妨げられ、昇降の音も気になり困っています。自分の身の回りのことも考

えながら、どのように対処できるか述べなさい。

②民法218条には、ひさしから雨水が落ちるような場合は、ひさしに樋などを付けて雨水

が落ちないようにするよう隣家に要求できます。しかし、私の所有地では、隣地の土盛

りなど（高い所）から雨水が流れてきて困っています。どのように対処できるか述べな

さい。

③私は、袋地（他人の土地に囲まれていて公道に通じていない土地）の所有権を取得しま

したが、他の所有者の土地を通過しなければ公道に出られません。どのようにすればよ

いか述べなさい。

、 。 、④隣地の庭木の枝が当家の宅地内にまで伸びて 花弁や枯葉が散乱し困っています また

根も当家の宅地内にまで伸びて、迷惑しています。自分の身近なことも考えながら、ど

うすれば対処すればよいか述べなさい。

⑤所有地に建物建築用の資材搬入のため、隣地に入らなければ工事ができないのですが、

どのように対処できるか述べなさい。

Ⅳ 用益物権とは、他人の所有する土地を、一定の制限内で使用・収益することを内容と

する物権であるが、下記の用益物権はどのようなときに他人の土地を使用できる権利な

のか、例にならって権利内容の欄に答えなさい。

種 類 権 利 内 容

用 地 上 権 例：建物などの工作物の築造、植林などのため

益 永小作権 ①

物 地 役 権 ②

権 入 会 権 ③

Ⅴ 次の文は工業所有権についての説明である。何についての説明か答えなさい。

① …工業上の発明のこと

② …品物の形・模様・色などの、工業上の新しい考案

③ …特定業者の製造・販売と分かるようなマークや特定業者の提供役務と分

かるサービスマークのこと

④ …品物の形や構造についての、実用的な工業上の考案
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平成１６年度 「物と財産権」 事前・事後テスト《解答用紙》 ①

３年 組 番 氏名

Ⅰ ① ② ③ ④

Ⅱ ① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

Ⅲ ①

②

③

④

⑤

Ⅳ ① 例：建物などの工作物の築造、植林などのため

③

③

③

① ② ③ ④
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平成１６年度 「物と財産権」 事前・事後テスト《解答例》

３年 組 番 氏名

Ⅰ ① 地上権 ② 担保物権 ③ 債権 ④ ５０

Ⅱ ① 物権 ② ③ 所有権 ④ 相隣関係 ⑤ 占有物権法定主義

⑥ 給付 ⑦ 履行 ⑧ 著作権 ⑨ 有価証券

民法234条により、建物を築造するには境界線から50cm以上の距離を存することが必要である。Ⅲ ①

よって、隣地の所有者はその建築の廃止又は変更をさせることができる。しかし、建築着手の時

から１年を経過し、または、その建築の完成した後は損害賠償の請求しかできない。よって、こ

の場合は、損害賠償の請求しかできない。

民法214条「土地の所有者は，隣地から水の自然に流れて来るのを妨げることはできない 」によ② 。

り、同じ雨水でも地面を流れるものについては「水は高い所から低い所に流れる」と自然の流れ

に任せなくてはなく、この場合は、隣家の雨水が流れてくるのを妨害することはできない。

、 、 、③ この場合は 民法210条により ある土地が他の土地に囲繞せられて公路に通じていないときは

その土地の所有者は、公路に至るため囲繞地（ｲｼﾞｮｳﾁ）を通行することができる。(民法211条に

より、通行の場所及び方法は、通行権を有する者のために必要にして、損害が最も少ないものを

選ぶこと。)

民法233条により 隣地の竹木の枝が境界線を越えるときは その竹木の所有者にその枝を剪除(ｾ④ 、 、

ﾝｼﾞｮ)させることができる。

民法233条2項（竹木根の截取権）隣地の竹木の根が境界線を越えるときは，これを截取(ｾｯｼｭ)す

ることができる。

民法209条により土地の所有者は、境界又はその付近において障壁若しくは建物を築造、または⑤

修繕するため必要な範囲内において，隣地の使用を請求することができる。ただし、隣人の承諾

がない場合には，その住家に立ち入ることができない。隣人は損害を受けたときは，その償金を

請求することができる。

Ⅳ ① 例：建物などの工作物の築造、植林などのため

② 小作料を支払って、耕作や牧畜のため

③ 通行・引水など、土地の便益のため

④ 古来の慣習に基づいて、農村の人々が他人の土地に入って、薪や草などを

取ることができる権利

Ⅴ ① 特許権 ② 意匠権 ③ 商標権 ④実用新案権
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【資料２】 事前・事後・実習教材に関する質問紙

（事前）ア ン ケ ー ト の お 願 い

岩手県立盛岡商業高等学校 ３年 組 男・女

この調査は 「商業法規（経済活動と法 」の学習について、皆さんがどう思っているかを知り、、 ）

これからの学習に役立てるために行うものです。自分の考えに近いものを回答欄に記入して下さい。

○「商業法規（経済活動と法 」の授業（学習）について、あなたはどのように考えていますか。）

① 学習の中で、知識を習得していく楽しさを感じますか。

ア 感じる ウ あまり感じない

イ 時々感じる エ 感じない

② 学習内容をみたときに、自ら学習してみたいと思いますか。

ア そう思う ウ どちらかといえばそう思わない

イ どちらかといえばそう思う エ そう思わない

③ 学習において、既学習事項を基に考えることがありますか。

ア よく考える ウ あまり考えない

イ 時々考える エ 考えない

④ この教科の学習が、他の教科の学習に役立つと思いますか。

ア 役立つと思う ウ どちらかといえば役立つと思わない

イ どちらかといえば役立つと思う エ 役立つと思わない

⑤ 学習に際して、身近な社会生活に当てはめて考えますか。

ア 考える ウ どちらかといえば考えない

イ どちらかといえば考える エ 考えない

⑥ また、この教科の学習が生活に生かせると思いますか。

ア 生かせると思う ウ どちらかといえば生かせないと思う

イ どちらかといえば生かせると思う エ 生かせないと思う

⑦ 学習していくなかで関連する法規にまで着目することがありますか。

ア よくある ウ どちらかといえばない

イ どちらかといえばある エ あまりない

＜回答欄＞

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
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ア ン ケ ー ト の お 願 い（事後）

岩手県立盛岡商業高等学校 ３年 組 男・女

今回の調査は 「商業法規（経済活動と法 」の学習について、皆さんがどう思ったかを知り、こ、 ）

れからの学習に役立てるために行うものです。自分の考えに近いものを回答欄に記入して下さい。

Ⅰ 今回の「商業法規（経済活動と法 」の授業（学習）について、あなたはどのように考えました）

か。

※ ①～⑦は事前アンケートと同じ

Ⅱ 「商業法規（経済活動と法 」のコンピュータ教材を用いた授業（学習）について、あなたはど）

のように考えましたか （実習教材に関する質問）。

⑧ 財産権の具体例のアニメーションは、生活に身近なものであり、学習の理解の助けになった

と思いますか。

ア そう思う ウ どちらかといえばそう思わない

イ どちらかといえばそう思う エ そう思わない

⑨ コンピュータによる用語解説は活用できましたか。

ア 活用できた ウ どちらかといえば活用できなかった

イ どちらかといえば活用できた エ 活用できなかった

⑩ 法令法文及び関連法規の検索は効率よく使うことがきましたか。

ア できた ウ どちらかといえばできなかった

イ どちらかといえばできた エ できなかった

⑪ コンピュータ教材を活用しての確認問題は学習した知識の定着に役立ちましたか。

ア 役に立った ウ どちらかといえば役に立たなかった

イ どちらかといえば役に立った エ 役に立たなかった

⑫ 学習していくなかで、コンピュータ教材は全般的に役に立ちましたか。

ア 役に立った ウ どちらかといえば役に立たなかった

イ どちらかといえば役に立った エ 役に立たなかった

⑬ 今回の「物と財産権」の学習についての感想を書いて下さい。

＜回答欄＞ ⑬は（ ）に記述して下さい。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫
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【資料３】授業実践における学習指導案
学 習 指 導 案

日 時 平成16年９月27日～30日
学校名 岩手県立盛岡商業高等学校
学 級 ３学年Ｃ・Ｆ・Ｇ組

男26名 女21名 計47名
指導者 菅 谷 誠 弥

１ 単元名 物と財産権
２ 単元設定の理由
(1) 教材観
高等学校商業科「経済活動と法」の学習においては、抽象的な解説や展開とならないように、で
きるだけ具体例に基づき学ばせるようにしたいと考える。生活に密着し、生きて活用されるものと
するために記憶中心の学習でなく、法律や条文が生かされる事例を創作し、生徒の興味・関心を育
てたい。また、判例・新聞や雑誌等の記事を教材として活用し、学習内容の具体性を伴う展開を心
がけたい。そして、事例を通して考えることにより、法的に合法的な考え方を養成していきたいと
考える。
以上のようなことに配慮しながら、抽象的な解説や事例などを可視的に表現できるコンピュータ
教材を活用した授業を展開することによって、高等学校商業科「経済活動と法」の学習において、
ビジネスに必要な法規に関する基礎的・基本的な知識を習得させたいと考える。
本教材は、動画や静止画などを多く取り入れて現実感を与え、短時間でポイントを押さえた表現
ができるコンピュータ教材である。抽象的で難しい文章表現をコンピュータによる提示によって視
覚に訴え、文章表現による堅苦しさを取り除き、法を具体的に理解させることができると考える。
(2) 生徒観
全般的に、学習に取り組む姿勢はまじめな生徒が多く、約半数の生徒は教目の学習にも興味・関
心をもって取り組んでいる。しかし、学習全般にわたりやや意欲に乏しく、学習成果がなかなか思
うように現れない生徒もいる。そういう生徒も 「経済活動と法」の授業を通して法に関心を持ち、
積極的に理解しようという姿勢となるように、支援や援助をしていきたい。
(3) 指導観
「経済活動と法」を学ぶことは，資本主義経済体制のもとで経済を中心に高度に発達した複雑な
市民社会を賢く生きていく上での基本的なルールを学ぶことである。そして、一市民としての社会
的要請に応えるための必修のルールを修得することである。それは，社会生活の秩序、市民社会で
の人間関係の存り方、紛争の予防と解決への手立てあると考えられる。学んで得たものは生活の知
恵そのものであり、人間社会の秩序の仕組み、その仕組みの中での協調的な行動の在り方と活性化
の方向を学習することができると考える。
科目「経済活動と法」の目標は「ビジネスに必要な法規に関する基礎的・基本的な知識を習得さ
せ、経済社会における法の意義や役割について理解させるとともに、経済事象を法律的に考え、判
断する能力と態度を育てる 」とある。本教材を活用した授業ではもちろんのこと、普段の生活の。
上でも、上記資質が身に付くように指導していきたい。

３ 単元の目標
(1) 社会生活を法律的にみると、権利・義務の関係で成り立っており、権利・義務の意義や種類及
び権利行使の限界などを理解させる。

(2) 物権の対象である物の概念と範囲を明らかにし、物の分類について区別することの法律上の意
味を理解させる。

(3) 権利の客体としての物の意義や種類を理解させるとともに、経済的な利益を内容とする物権・
債権及び無体財産権の意義や種類について理解させる。また、サービスの意義に触れその法的な
取り扱いについても理解させる。

４ 指導計画
１時限目 財産権とその種類 物権「所有権」
２時限目 物権「用益物権 「占有権」 債権」
３時限目 無体財産権 有価証券

５ 学習指導
(1) 第１時限の学習指導（財産権とその種類 物権「所有権 ）」
ア 本時の指導目標

財産について認められる権利が財産権であるということ、及び、物権の種類が物権法定主義
によって限定されていることを理解させる。財産権・物権の主体である所有権について理解を
深め、その関連において相隣関係を理解させる。コンピュータ教材を随所に用いて理解を深め
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させる。
イ 本時の学習目標

財産権の種類は、物権・債権・無体財産権に分けられ、また物権は、所有権、用益物権、担
、 。 。保物権 占有権に分かれているという概括をつかむ 所有権の中の相隣関係について理解する

ウ 指導のステップ
Ｇ 学習目標と同じ
① 経済的な利益を内容とする権利を、ひろく財産権という。
② 財産権の種類を覚える。
③ ある一定の物を、他人からの影響や干渉を排除して直接に支配し、利用できる権利を物

権という。
④ 物権の種類・内容は法律が定め、個人がそれと違う物権を作ることができないというこ

とを物権法定主義という。
⑤ 物権の種類を覚える。
⑥ 法令制限内で、物を自由に使用し、どのようなしかたでも全面的に物を支配することの

できる権利を所有権という。
⑦ 所有権に関する用語を理解する。
⑧ 隣接する土地の所有権のあいだの利益の調整をはかったり、公共の福祉と権利の濫用の

禁止の立場から、所有権に制限を加えることを相隣関係という。
⑨ 相隣関係の具体例がわかる。

Ｒ⑩ 財産権について概括をつかむ。
Ｒ⑪ 所有権について概括をつかむ。

エ 本時の展開
学習内容 学習活動 留意点 評価

教師の活動 生徒の活動
１本時の学習内 １本時の学習内容は １本時の学習内容を １学習ﾌﾟﾘﾝﾄの配布 １学習内容を確

導 容の確認 「財産権とその種 確認し、生活との 認し生活との
Ｒ⑩Ｒ⑪ 類」であることの 関わりについて考 関わりについ

入 確認する。 える。 て考えたか。
（ ）知識・理解

５ ２財産権につい ２財産権の種類につ ２教科書・学習ﾌﾟﾘﾝﾄ ２財産権とは物権・債 ２学習項目を確
分 て いて触れ、本時は で確認する。 権・無体財産権の３ 認できたか。

（ ）①② その中の物権「所 つである。 関心・態度
有権」について学
ぶことを周知させ
る。

３物権について ３物権の種類につい ３解説を聞く。 ３物権の種類は所有権 ３物権の種類が
③④⑤ て解説する。 用益物権、担保物権 わかったか。

（ ）占有権のであること 関心・態度
を確認する。

４所有権につい ４所有権について解 ４解説を聞く。 ４教師の解説を聞く。 ４所有権の概要
て 説する。 についてわか
⑥ ったか。

（ ）関心・態度
５用語の学習 ５「物権法定主義」 ５ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ画面を正視 ５ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと教材の利 ５用語を理解し

。（ ）⑦ について、ｺﾝﾋﾟｭｰ する。 用方法を実践しなが たか 理解
ﾀ教材を使用し、 ら覚えさせる。ここ
＜用語解説→50音 では、操作の仕方を
順→物権法定主義 覚えるのが主で用語
＞と進み、用語を 自体については深入
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教材で確 りしない。 ６用語を理解し

６用語の学習 認する。 ６「公共の福祉」に ６一斉に進められるよ たか。
⑦ ６＜検索ｺｰﾅｰ＞にお ついて 実際にｺﾝﾋﾟ うに操作方法を徹底 （技能・関心、

いて、検索ｿﾌﾄを ｭｰﾀ教材を使用し、 させる。 ・態度）
利用し検索してみ ＜用語解説→50音
せる。 順→公共の福祉＞

と進み、用語をコ
ンピュータ教材で

財産権にはどのようなものがあり、物権「所有権」は生活の中でとのように関わっているのだろうか。
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確認する。
展 ７用語の学習 ７＜検索ｺｰﾅｰ＞活用 ７発展学習として＜ ７机間巡視をしながら ７発展学習がで

⑦ させる。 検索ｺｰﾅｰ＞におい 確認する。 きたか （技。
て自分の好きな検 能・関心・態
索ソフトを利用し 度）

開 検索する。
８既習事項のま ８学習ﾌﾟﾘﾝﾄの空欄 ８学習ﾌﾟﾘﾝﾄの空欄を ８机間巡視をしながら ８まとめられた
とめ を埋めるよう指示 埋める。 確認する。 か （知識・。
③④⑤⑥⑦ する。 理解）
９相隣関係につ ９「相隣関係」につ ９解説を聞く。 ９ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに触れない ９相隣関係の概
いて いて解説する。 ように注意を促す。 要がわかった
⑧ か （関心・。

態度）
3010具体例の学習 10「相隣関係」につ 10「相隣関係」につ 10操作方法の確認。 10具体例により
分 ⑧⑨ いて、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教 いて実際にｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 机間巡視。 理解が深まっ

材を使用し、＜財 教材を使用し、＜ たか （知識。
産権事例→物権→ 財産権事例→物権 ・理解）
所有権→民法209 →所有権→民法234
条から233条＞と 条＞と進み具体例
進み、具体例をｺﾝ をｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教材で確
ﾋﾟｭｰﾀ教材でも確 認する。繰り返し
認する。 教材を使用する。

ま
と 11既習事項のま 11学習ﾌﾟﾘﾝﾄの整理 11学習ﾌﾟﾘﾝﾄの整理す 11本時で使用した、教 11まとめられた
め とめ を指示する。 る。 材・プリントを使い か （知識・。

Ｒ⑩Ｒ⑪Ｇ 本時についてまとめ 理解）
させる。

12確認問題（テ 12確認問題の解答を 12確認問題を解答し 12送信された確認問題 12採点結果が80、
15 スト） 指示する。 終了後は採点し送 の結果を整理する。 点以上か。

（ ）分 Ｒ⑩Ｒ⑪Ｇ 信する。 知識・理解
13質問や疑問、 13質問や疑問などを 13質問や疑問などを 13疑問・質問を整理す 13自分で質問や
次時の予告 掲示板に記入させ 掲示板に入力する。 る。 疑問が把握でき
Ｒ⑩Ｒ⑪Ｇ る。 （挙手によるもので たか。

も可） （知識・理解）
オ 本時の評価規準
(ｱ) 我が国の民法は、所有権を中心に物権が制定されていることが理解でき、説明することが

できるようになったか。
(ｲ) 相隣関係が所有権の制限であり、社会生活の円滑のための調和に役立っていること理解で

きたか。
(2) 第２時限の学習指導（ 物権「用益物権 「占有権」 債権）」
ア 本時の指導目標

地上権に重点をおき用益物権の概要について理解させる。占有権は物権の中でも特殊な物で
。 、被支配権であることを理解させる 債権については物権とともに財産権の中心的なものであり

物権と比較しながら債権の性質について明らかにする。
イ 本時の学習目標

用益物権の種類は、地上権・永小作権・地役権・入会権とあり、それぞれの概要について理
解する。占有という状況について理解する。生活の中から様々な債権を考え債権の概念をつか
む。

ウ 指導のステップ
Ｇ 学習目標と同じ
① 他人の所有する土地を、一定の制限内で使用・収益することを内容とる物権を用益物権

という。
② 用益物権の種類を覚える。
③ 民法において、社会の秩序維持するために、その理由を問わず占有しているという事実

状態を一つの権利として保護しており、この権利を占有権という。
④ ３つの占有訴権について理解する 。。
⑤ 特定の人に対して、一定の行為を求める権利を債権という。
⑥ 給付・作為・不作為について理解する。

民法175条に物権の種類が定められており、「所有権」はその中心となっている。
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⑦ 債務・債権者・債務者について理解する。
⑧ 債務者による給付が約束どおり実現されることを履行という。
⑨ 本時について発展学習。

Ｒ⑩ 用益物権について概括をつかむ。
Ｒ⑪ 占有権の意味を言える。
Ｒ⑫ 債権の概括をつかむ。

エ 本時の展開
学習内容 学習活動 留意点 評価

教師の活動 生徒の活動
１本時の学習内 １前時の復習を兼ね １本時の学習内容を １ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの起動を指 １学習内容を確

導 容の確認 前時の質問・疑問 確認する。 示し、学習ﾌﾟﾘﾝﾄを 認できたか。
（ ）Ｒ⑩Ｒ⑪Ｒ⑫ についての解説す 配布する。 関心・態度

入 る。本時の学習内
容は物権「用益物

５ 権 「占有権」及」
分 び債権であること

を周知させる。

２用益物権につ ２「用益物権 （地 ２解説を聞く。 ２用益物権は、４種類 ２用益物権の種」
いて 上権･永小作権･地 とも土地に関する物 類がわかった
①② 役権・入会権）に 権であることに着目 か。

（ ）ついて解説する。 させる。 関心・態度
３具体例 ３「用益物権」につ ３ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教材を活用 ３ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教材の利用 ３用益物権の概
①② いて、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教 し理解を深める。 及び操作方法を再確 要がわかった

材を使用させる。 ＜財産権事例→物 認する。一斉に進め か。
（ ）権→用益物権→地 るように配慮する。 知識・理解

上権・永小作権・
地役権・入会権＞
と進み、具体例を
自らｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教材で
確認する。

４既習事項のま ４学習ﾌﾟﾘﾝﾄの空欄 ４学習ﾌﾟﾘﾝﾄの空欄を ４机間巡視をしながら ４空欄に記入で
とめ を埋めるよう指示 埋める。 確認する。 きたか。

（ ）①② する。 知識・理解
５占有権につい ５「占有権」につい ５普段の生活での物 ５普段の生活での物の ５生活との関わ
て て解説する。 の貸し借りを例に 貸し借りを例に占有 りについて考
③④ 占有という点から という点から考えさ えたか。

（ ）考え、それをまと せる。 関心・態度
展 める （発言）。
６具体例 ６「占有権」につい ６＜財産権事例→物 ６占有権とは不当占有 ６占有権の理解
③ て、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教材 権→占有権＞と進 を保護することが目 とｺﾝﾋﾟｭｰﾀの

を使用させる。 み、具体例をｺﾝﾋﾟｭ 的できなく、事実状 操作ができた
開 ｰﾀ教材で確認する 態を秩序として維持 か （技能・。 。

繰り返し教材を使 しようとすることが 関心・態度）
用してみる。 目的である。

７債権について ７「債権」について ７解説を聞く ７特定の人に対して一 ７債権の概要が
⑤ 解説する。 定の行為を求めるこ わかったか。

とをいう。 （関心・知識）
８具体例 ８ 債権 について ８＜財産権事例→債 ８弁済（債権消滅）と ８具体例により「 」 、

30 ⑥⑦⑧ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教材の活 権→商品売買編・ 履行（債権の効力） 理解が深まっ
分 用させる。 賃貸借編＞と進み について触れる。 たか（知識・、

具体例をｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教 理解）
材で確認する。

９発展学習 ９＜用語解説→50音 ９ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教材の活用 ９興味を持った点を自 ９発展学習とｺﾝ
⑨ 順＞と進み用語を する。 由に学習させる。 ﾋﾟｭｰﾀの操作

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教材で確 ができたか。
（ ）認させたり、＜検 関心・態度

索ｺｰﾅｰ＞を利用す

用益物権にはどのようなものがあり、生活の中でとのように関わっているのだろうか。
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る時間を与える。

ま
と 10既習事項のま 10学習ﾌﾟﾘﾝﾄの整理 10学習ﾌﾟﾘﾝﾄの整理。 10本時で使用した、教 10まとめられた
め とめ を指示する。 材・プリントを使い か （知識・。

Ｒ⑩Ｒ⑪Ｒ⑫ 本時についてまとめ 理解）
Ｇ させる。
11確認問題（テ 11確認問題の解答す 11確認問題を解答し 11送信された確認問題 11採点結果が80、

15 スト） を指示する。 終了後は採点し送 の結果 点以上か。
（ ）分 Ｒ⑩Ｒ⑪Ｒ⑫ 信する。 知識・理解

Ｇ
12質問や疑問、 12質問や疑問などを 12質問や疑問などを 12疑問・質問を整理す 12自分で質問や
次時の予告 掲示板に記入させ 掲示板に入力する る。 疑問が把握で。
Ｒ⑩Ｒ⑪Ｒ⑫ る。 （挙手によるもの きたか。

（ ）Ｇ でも可） 知識・理解
オ 本時の評価規準
(ｱ) 四種類の用益物権の概要と意義ががつかめ、説明することができるようになったか。
(ｲ) 占有権の目的・効力について基本的な理解が得られたか。
(ｳ) 債権関係の用語を理解し、具体的な債権の関係が理解できたか。

(3) 第３時限の学習指導（無体財産権 有価証券）
ア 本時の指導目標

無体財産権については、経済社会が高度化するにつれで重要性が増し、国際的にも大きな問
題が生じてきており、その概念・種類・内容について理解させる。債権の証券化によって生ま
れた有価証券の、今日の経済社会での意義およびその種類について理解させる。

イ 本時の学習目標
、 、 、 、 、無体財産権は 工業所有権と著作権とに別れ 工業所有権には商標権 特許権 実用新案権

意匠権の種類があり、それぞれの概要を理解する。有価証券は財産権（特に債権）の流通・譲
渡を簡便にしようという観点から生まれ、証券の流通とともに権利の移転がおこなわれるとこ
ろに意義があるということを理解する。

ウ 指導のステップ
Ｇ 学習目標と同じ
① 新しい発明・考案や著作など、人間の考え出した無形の物が、経済的な利益の物となり

える場合の、その利益に対する支配権のことを無体財産権という。
② 工業所有権の種類を覚える。
③ 特定業者の製造・販売と分かるようなマークや特定業者の提供役務と分かるサービスマ

ークのことを商標といい、特許庁に登録した権利のことを商標権という。
④ 産業上の発明を特許庁に登録した権利のことを商標権という。
⑤ 品物の形や構造についての、実用的な工業上の考案を特許庁に登録した権利のことを実

用新案権という。
⑥ 品物の形・模様・色などの、工業上の新しい考案を特許庁に登録した権利のことを意匠

権という。
⑦ 文芸・学術・美術・音楽の著作をした人の権利を著作権という。
⑧ 著作者は出版者に対して著作物の出版権を設定することができる。
⑨ 手形や小切手など財産権をあらわした証券で、その権利の行使や移転に、証券の所持が

必要であるもののことを有価証券という。
⑩ 金権の意味がわかる。

Ｒ⑪ 無体財産権の概括をつかむ。
Ｒ⑫ 有価証券の概括をつかむ。

エ 本時の展開
学習内容 学習活動 留意点 評価

教師の活動 生徒の活動
１本時の学習内 １前時の復習を兼ね １本時の学習内容を １ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの起動を指 １学習内容を確

導 容の確認 前時の質問・疑問 確認する。 示し、学習ﾌﾟﾘﾝﾄを 認できたか。
Ｒ⑪Ｒ⑫ についての解説す 配布する。 （関心・態度）

入 る。本時の学習内
「 」容は 無体財産権

５ 「有価証券」であ
分 ることを周知させ

る。

日常生活の中の用益物権・占有権・債権から学習。
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２無体財産権に ２無体財産の種類に ２解説を聞く。 ２無体財産権の、存続 ２無体財産権の
ついて ついて解説する。 期間の違いについて 種類がわかっ
① 触れる。 たか。

（ ）関心・態度
３工業所有権に ３工業所有権（商標 ３身近な工業所有権 ３発想の助けとなる発 ３工業所有権の
ついて 権･特許権･実用新 について考え、ま 問をする。 概要がわかっ
②③④⑤⑥ 案権・意匠権）に とめる （発言） たか。。

（ ）ついて解説する。 知識・理解

４具体例 ４「工業所有権」に ４ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教材で理解 ４ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教材の利用 ４工業所有権の
③④⑤⑥ ついてｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教 を深める。 及び操作方法を再確 理解とｺﾝﾋﾟｭｰ

材を活用させる。 ＜財産権事例→無 認する。一斉に進め ﾀの操作がで
体財産権→商標権･ るように配慮する。 きたか （技。
特許権・実用新案 能・関心・態
権・意匠権＞と進 度）
み具体例をｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
教材で確認する。

５著作権につい ５「著作権」につい ５解説を聞く。 ５身近な著作について ５生活との関わ
て て解説する。 考えをまとめる。 りについて考
⑦⑧ えたか。

（ ）展 関心・態度
６教材活用 ６「著作権」につい ６＜財産権事例→無 ６机間巡視をする。 ６著作権の理解
⑦⑧ て、Web教材を活 体財産権→著作権 とｺﾝﾋﾟｭｰﾀの

用させる。 ＞と進みWeb教材で 操作。
開 学習する。繰り返 （技能・関心

し教材を使用して ・態度）
７既習事項のま ７学習ﾌﾟﾘﾝﾄの空欄 みる。
とめ を埋めるように指 ７学習プリントの空 ７効率的な時間配分を ７まとめられた
③④⑤⑥⑦⑧ 示する。 欄を埋める。 する。 か （知識・。

理解）
８有価証券につ ８「有価証券」につ ８＜財産権事例→有 ８そのもの自体に価値 ８有価証券の概
いて て解説し、ｺﾝﾋﾟｭｰ 価証券→各用語＞ が認められているが 要が、具体例

30 ⑨⑩ ﾀ教材を活用させ と進み用語をｺﾝﾋﾟｭ 有価証券でないもの により理解が
分 る。 ｰﾀ教材で確認。 「金権」についても 深まったか。

触れる。 （関心・態度
・理解）

９発展学習 ９＜検索ｺｰﾅｰ＞を利 ９ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教材を活用 ９机間巡視をする。 ９発展学習とｺﾝ
②～⑩ 用する時間を与え する。 ﾋﾟｭｰﾀの操作が

る。 できたか。
（関心・態度）

ま
と 10既習事項のま 10学習ﾌﾟﾘﾝﾄの整理 10学習ﾌﾟﾘﾝﾄの整理す 10本時で使用した、教 10まとめられた
め とめ を指示する。 る。 材・プリントを使い か （知識・。

Ｒ⑪Ｒ⑫Ｇ 本時についてまとめ 理解）
させる。

11確認問題（テ 11確認問題の解答を 11確認問題を解答し 11送信された確認問題 11採点結果が80、
15 スト） 指示する。 終了後は採点し送 の結果 点以上か。

（ ）分 Ｒ⑪Ｒ⑫Ｇ 信する。 知識・理解
12質問や疑問、 12質問や疑問などを 12質問や疑問などを 12疑問・質問を整理す 12自分で質問や
次時の予告 掲示板に記入させ 掲示板に入力する る。 疑問が把握で。
Ｒ⑪Ｒ⑫Ｇ る。 （挙手によるもの きたか

（ ）でも可） 知識・理解
オ 本時の評価規準
(ｱ) 無体財産権の種類・内容を理解でき、説明することができるようになったか。
(ｲ) 有価証券は、財産をあらわすもので、その権利の利用・処分には証券の所持（占有）が必

要であることが理解できたか。

無体財産権や所有権にはどのようなものがあり、生活の中でとのように関わっているのだろうか。

日常生活の中の工業所有権・著作権・有価証券から学習。
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【補充資料４】開発教材一覧①

○財産権事例→物権→所有権→相隣関係

＜民法209条：隣地の使用＞ ＜民法210-213条：囲繞地＞ ＜民法214条：隣地からの水＞

＜民法214条：隣地の竹木＞ ＜民法214条：隣地からの根＞ ＜民法234条：建物の建築＞
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【補充資料４】開発教材一覧②

○財産権事例→物権→用益物権→地上権、永小作権、地役権、入会権

＜民法265条：地上権＞ ＜民法270条：永小作権＞ ＜民法280条：地役権＞

＜民法263-294条：入会権＞ ＜入会権の裁判例＞
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【補充資料４】開発教材一覧③

○財産権事例→物権→占有権

＜民法180条：占有権＞

○財産権事例→債権→商品売買編、賃貸借編

＜商品売買編＞ ＜賃貸借編＞
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【補充資料４】開発教材一覧④

○財産権事例→無体財産権→工業所有権→商標権、特許権、実用新案権、意匠権・著作権

＜商標権＞ ＜特許権＞ ＜実用新案権＞

＜意匠権＞

＜著作権＞
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【補充資料４】開発教材一覧⑤

○財産権事例→有価証券 ＜有価証券＞

＜手形の例＞
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【補充資料４】開発教材一覧⑥

○法規の部屋 ＜日本国憲法の例＞

＜前文＞
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【補充資料４】開発教材一覧⑦

○確認問題→確認問題①、確認問題②、確認問題③

＜確認問題①＞ ＜確認問題②＞

＜確認問題③＞
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【補充資料４】開発教材一覧⑧

○検索コーナー

○質問掲示板

○用語解説

＜５０音順＞ ＜カテゴリー別（所有権の例）＞
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